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連日の厳しい練習
　7月15日に行われる、十日町地区支会ポンプ車操

法の競技会に向け、中里村消防団本部分団の皆さん

が、連日総合センターの前で午後8時から10時くら

いまでの約2時間、南分署署員の指導の元、厳しい

練習が行われています。
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◆投票時間
　投票できる時間は次の通りです。

投票所 会　　　場 投票時間
第1投票所 中里村総合センター 午前7時～午後8時

第2投票所 旧高道山小学校 午前7時～午後8時

第3投票所 東田尻集落開発センター 午前7時～午後7時

第4投票所 清　津　峡　小　学　校 午前7時～午後6時

第5投票所 1日清津峡小学校土倉分校 午前7時～午後6時

第6投票所 倉俣集落開発センター 午前7時～午後8時

第7投票所 重地構造改善センター 午前7時～午後7時

第8投票所 田代生活改善センター 午前7時～午後6時

第9投票所 本　屋　敷　集　会　所 午前7時～午後8時

第10投票所 宮中集落開発センター 午前7時～午後8時

第11投票所 東田沢構造改善センター 午前7時～午後7時

第12投票所 市之越農作業休養施設 午前7時～午後7時

第13投票所 新里集落センター 午前7時～午後7時

第14投票所 清田山集会センター 午前7時～午後8時

◆入場券をお忘れなく
　入場券は各世帯ごとにハガキに印刷され

て郵送されます。投票日当日、各自切り離

してお持ちください。

※万一紛失したり忘れた場合は、投票所の

　係員に申し出てください。選挙人名簿に

　登録されている人は投票ができます。

◆「非拘束名簿式』って：なに？

　これまでの参議院議員比例代表選挙は、

あらかじめ政党の側で候補者の当選順位を

決めておく方式（拘束名簿式）で、有権者は

政党名を記載して投票しました。これに対

し、新たに導入された非拘束名簿式は、

名簿では当選順位は決められておらず、有

権者が候補者名または政党名のいずれ

かを記載して投票する方式であるため、

有権者は当選させたい候補者を選ぶことが

できます。

◇投票期間・時間
　投票できる期問及び時問は、7月12日（湘から7月28日（土）の午前8時30分～午後8時までです。

◇投票場所

　役場敷地内にプレハブを設置し、1階で不在者投票ができます。

◆候補者名または政党名ははっきりと
　投票しても書いた字が曖昧なものは無効となることがありますので、候補者名または政党名は

　はっきりと丁寧に書いてください。

◆身体不自由なため自分で投票用紙に書けない人は、投票所で係員に申し出れば

代理投票の補助者から代筆してもらえます。
　投票の秘密は守られますので、安心して申し出てください。

◆問合せ先
　わからないこと、疑問に思うことがありましたら、気軽にご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　中里村選挙管理委員会　盈63－3111（内線322・323）
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【】25年以上納めないと、今までの保険料がムダになってしまいます。
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■　　　　　　　▲竃謝遍侶膝。叩

国民年金保険料の納付期間と次のような期間を合算して25年（300月）以上の
期間が必要となります。

　・国民年金保険料の免除期間

　・第3号被保険者期間

　・厚生年金・船員保険・共済年金の加入期間

　・合算対象期間（カラ期間）

　　①昭和36年4月～昭和61年3月の期間で配偶者が任意加入できる人が加入しなかった期間

　　②昭和36年4月以降で在外邦人の20歳から60歳までの間で海外に在住していた期間

呂伽恕（告臼　　　　　・竃4

保険料は、本人が納められない場合、世帯主や配偶者にも連帯して納付する
義務があります。

病気やケガ、失業、営業不振などの理由で納められない場合は、灘臼
をすることができますので、民生課国民年金係までご相談ください。
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免除さ郷楚期間の扱鱗、催蓼麟驚

Q．年金を受給するための期間には…？　　A．合算されます。

Q．年金額を計算するときには…？　　　　A．その期間分の年金額は保険料を納めた場合の3分の1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の金額になります。

Q．あとからでも納められるの？　　　　　A．免除された保険料分は、10年までさカ、のぼって納める

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことができます。
※免除期間については未納扱いにはなりません。

※将来、余裕ができたら免除された分も納めて、受けとる年金額を増やしましょう。

3

艶健．・・1　・I－套　のり臼ず
学生納付特例制度は、届出（申請）をして承認を受ければ、

在学期間中の保険料が後払いできる仕組みとなっています。

期間中の障害や死亡といった不慮の事態には、満額の障害基礎年金

または遺族基礎年金が保証されます。

広報なかさと 平成／3年7月／0日
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6
月
9
日
ω
、
中
里
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
第
2
5
回
新
潟
日
報
杯
中
魚

沼
郡
少
年
野
球
大
会
兼
第
2
3
回
中
越

地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交

流
大
会
中
魚
沼
郡
予
選
会
が
行
わ
れ
、

少
年
達
は
家
族
等
の
応
援
が
見
守
る

中
、
精
一
杯
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。　

参
加
チ
ー
ム
は
、
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー

ズ
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
下
船
渡
レ
ッ

ド
イ
ー
グ
ル
ス
（
津
南
町
）
、
千
手
タ

イ
ガ
ー
ス
（
川
西
町
）
の
4
チ
ー
ム

で
、
決
勝
は
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ス
と
下

船
渡
レ
ツ
ド
イ
ー
グ
ル
ス
で
争
わ
れ

ま
し
た
。

　
下
船
渡
レ
ツ
ド
イ
ー
グ
ル
ス
の
猛

攻
に
、
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
は
劣
勢
、

我
慢
の
ゲ
ー
ム
に
な
っ
た
も
の
の
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
大
き
な
声
を

出
し
、
終
盤
に
は
相
手
を
追
い
詰
め
、

逆
転
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
も
流
れ
ま

し
た
。
し
か
し
一
歩
届
か
ず
、
惜
し
，

く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
お
互

い
に
全
力
を
出
し
切
っ
た
好
ゲ
ー
ム

に
、
お
互
い
の
健
闘
と
、
励
ま
し
の

言
葉
が
交
わ
さ
れ
、
応
援
の
人
達
か

ら
も
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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強
い
日
差
し
の
中

　
　
　
　
　
少
年
達
の
元
気
な
プ
レ
ー

　
6
月
9
日
出
、
自
然
ふ
れ
あ
い
教

室
で
、
田
代
・
七
ツ
釜
周
辺
で
バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
重
地
大
池
周
辺

で
池
の
生
物
観
測
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で
は
十
日

町
野
鳥
の
会
の
み
な
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
午
前
6
時
30
分
か
ら
約
2
時

間
で
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
等

29

種
類
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
朝
食
で
は
、
み
そ
汁
が

無
料
で
配
ら
れ
、
自
然
の
中
で
お
に

ぎ
り
を
頬
張
り
な
が
ら
、
家
族
団
攣

を
楽
し
ん
で
い
る
家
族
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
会
場
を
重
地
大
池
に
移

し
、
自
然
観
測
指
導
員
の
南
雲
敏
夫

さ
ん
指
導
の
も
と
、
家
族
で
池
周
辺

の
生
き
物
を
つ
か
ま
え
て
楽
し
み
、

つ
か
ま
え
た
生
き
物
に
つ
い
て
の
説

　
6
月
1
2
日
ω
◎
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
中
里
村
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー
「
車

に
ひ
っ
つ
か
な
い
し
ゃ
も
じ
大
作
戦
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
1
8
0
名
も
の
人
達
が

集
ま
り
、
交
通
安
全
映
写
「
危
な
い
！

そ
の
瞬
間
」
や
十
日
町
警
察
署
大
澤

弘
さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
村
長
か
ら
「
こ
び
り

つ
か
な
い
し
ゃ
も
じ
（
大
）
」
2
0
0

個
を
高
齢
者
の
交
通
安
全
祈
願
と
し

て
、
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

み
な
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
、
「
毎
朝
、
こ

の
し
ゃ
も
じ
で
ご
飯
を
よ
そ
う
度
に
、

交
通
安
全
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲南雲さんの話を熱心に聞く子供達

明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
南
雲
さ
ん
は
「
自
然
を
楽
し
む
こ

と
が
大
切
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
の
あ
り
が
た
さ
、
尊
さ
に
触

れ
、
そ
こ
に
本
当
の
自
然
保
護
精
神

が
養
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

〉
山
本
村
長
か
ら
し
ゃ
も
じ
を

　
　
う
け
る
と
る
代
表
杉
谷
清
六
さ
ん
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7
月
か
ら
の
各
小
学
校
の
プ
ー
ル

教
室
開
始
時
に
、
抵
抗
な
く
入
水
で

き
る
よ
う
に
と
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

で
、
村
内
の
小
学
校
4
・
5
・
6
年

生
を
対
象
に
5
月
か
ら
火
・
水
・
金

曜
日
の
週
3
回
水
泳
教
室
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
教
室
は
ク
ロ
ー
ル
と
平
泳
ぎ
を
中

心
に
行
わ
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

2
名
と
学
校
の
先
生
が
、
ビ
ー
ト
板

を
使
っ
た
キ
ッ
ク
練
習
、
呼
吸
や
タ

ー
ン
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
庭
野

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
「
最
初
か
ら灘

〉
先
生
の
親
切
な
指
導

　
霧鎌

》
背
泳
ぎ
の
練
習
風
景

水
に
対
す
る
恐
怖
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
指
導
す
る
事
が
大
切
」
と
話
し
、

子
供
た
ち
と
一
緒
に
プ
ー
ル
に
入
り
、

指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
教
室
の

最
終
日
に
は
1
5
m
プ
ー
ル
を
使
っ
た

ク
ロ
ー
ル
の
30
m
タ
イ
ム
計
測
が
行

わ
れ
る
計
画
で
、
子
供
た
ち
は
、
記

録
会
に
向
け
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な

が
ら
一
生
懸
命
に
練
習
し
て
い
ま
し

た
。　

な
お
、
こ
の
水
泳
教
室
は
、
平
成

11

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
初
年

度
5
9
7
名
（
1
8
回
開
催
）
、
昨
年
度

は
前
期
4
4
8
名
（
羽
回
開
催
）
、
後

期
は
泳
げ
な
い
子
を
中
心
に
4
0
0

名
（
2
3
回
開
催
）
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

麹
想
的
な
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
9
ル
ウ
オ
凹
チ
コ
．
曇

晶
難
ア
諺
編
嫁
・
．
．
蕪
翻
、
灘
灘

〈
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た

　　灘　灘
鱒騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〉
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
雌
。
　
・
㎝
く
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

し
た
。

　
最
初
に
、
自
然
観
察
指
導
員
の
南

雲
敏
夫
さ
ん
か
ら
、
ホ
タ
ル
の
生
態

や
こ
れ
か
ら
観
察
す
る
「
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
」
と
「
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
」
の
違

　
6
月
1
7
日
㈲
、
十
日
町
市
総
合
体

育
館
で
第
3
9
回
新
潟
県
身
体
障
害
者

体
育
大
会
第
7
地
区
大
会
が
行
わ
れ
、

小
千
谷
市
、
中
魚
沼
郡
、
南
魚
沼
郡
、

北
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
の
各
チ
ー
ム

が
一
致
団
結
し
、
玉
入
れ
競
技
、
ボ

ー
ル
送
り
競
技
、
綱
引
き
競
技
等
、

精
一
杯
力
を
出
し
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
の
競
技
に
入
る
ま
え

に
は
応
援
合
戦
が
あ
り
、
踊
り
や
ユ

ニ
ー
ク
な
格
好
を
し
て
お
祭
気
分
で

盛
上
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
が
特
色
の
あ
る
応
援
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
見
事
中
魚
沼

郡
チ
ー
ム
が
競
技
・
応
援
と
も
に
優

い
に
つ
い
て
、
絵
や
写
真
を
取
り
入

れ
た
わ
か
り
易
い
説
明
が
あ
り
、
子

供
達
は
熱
心
に
聞
き
入
り
積
極
的
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
没
か
ら
1
時
間
経
っ
た
あ
た
り

か
ら
、
少
し
ず
つ
ホ
タ
ル
が
ポ
ツ
ポ

ツ
と
光
り
始
め
、
子
供
達
は
持
っ
て

き
た
虫
取
り
ア
ミ
で
幻
想
的
な
光
を

追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
予
定
の
時
間
よ
り
少
し
早
く
戻
り
、

梅
雨
の
季
節
に
め
ず
ら
し
く
雲
の
少

な
い
夜
空
だ
っ
た
た
め
、
南
雲
さ
ん

の
専
門
分
野
で
あ
る
夜
空
の
説
明
が

手
短
に
行
わ
れ
、
「
北
極
星
」
「
白
鳥

座
」
「
春
の
大
三
角
形
」
な
ど
、
子
供

達
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
大
人
の
方
も

熱
心
に
夜
空
を
眺
め
、
説
明
に
関
心

し
て
い
ま
し
た
。

〈
綱
引
き
の
風
景

勝
し
、
お
互
い
に
健
闘
を
喜
び
あ
っ

て
い
ま
し
た
。

平成／3年7月10日広報なかさ’と5



業
切
に
使
わ
せ
羅
懸

　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
雛
．

　
6
月
1
9
日
㈹
、
防
犯
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
谷
田
所
長
か
ら
防
犯
灯
9
灯
が
村

に
寄
贈
さ
れ
、
役
場
村
長
室
で
山
本

村
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
防
犯
灯
は
、
毎
年
寄
贈
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
村
道
の
街
灯
等
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
然
の
中
を
歩
《

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ツ
ア
嚢
．

　
6
月
2
4
日
㈲
、
瀬
戸
渓
谷
か
ら
清

津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
ま
で
歩
く
、
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

あ
い
に
く
朝
か
ら
少
し
雨
が
降
っ

て
い
ま
し
た
が
、
自
然
保
護
観
察
員

の
南
雲
敏
夫
さ
ん
は
「
雨
の
日
に
は
、

雨
の
日
の
生
物
が
出
て
き
て
、
そ
れ

な
り
に
趣
き
の
あ
る
も
の
で
す
よ
。
」

と
、
参
加
者
に
自
然
の
偉
大
さ
を
説

い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
崎
か
ら
遠
路
は
る
ば
る

参
加
し
た
方
も
お
り
、
「
清
津
峡
を
テ

レ
ビ
見
て
、
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
、
思
い
切
っ
て
来
て
み
た
ら
、

予
想
以
上
に
す
ば
ら
し
い
所
で
感
動

〈
谷
田
所
長
か
ら
目
録
の
贈
呈

し
た
」
と
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。　

今
年
の
新
潟
県
観
光
協
会
の
テ
ー

マ
は
「
歩
く
」
で
す
。
秋
に
は
、
清

田
山
の
方
に
歩
き
な
が
ら
、
紅
葉
を

楽
し
む
と
い
う
趣
向
で
「
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
ツ
ア
ー
・
秋
」
が
1
0
月
2
8
日
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

〉
談
笑
し
な
が
ら
自
然
を
満
喫

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は
「
油
揚
げ
の
玉
子
づ
め
し

の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

麟
騒

蒐穐、

　織

◆
作
り
方

①
揚
げ
を
油
ぬ
き
し
横
半
パ
刀
に
切
り
、
中
に
詰
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

②
鍋
に
ー
カ
ッ
プ
の
水
を
沸
か
し
、
か
つ
お
節
3
9
、
し
ょ
う
油
小
さ
じ
ー
、

　
み
り
ん
小
さ
じ
ー
を
入
れ
、
だ
し
を
作
っ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
ニ
ン
ジ
ン
長
さ
4
㎝
・
巾
・
㎝
＜
ら
い
の
た
ん
ざ
く
切
り
に
し
て
塩
ゆ
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
て
お
く
。

④
青
菜
も
塩
ゆ
で
し
、
ニ
ン
ジ
ン
と
同
じ
よ
う
に
4
㎝
く
ら
い
に
切
る
。

⑤
油
揚
げ
の
中
に
、
ニ
ン
ジ
ン
・
青
菜
を
底
の
方
に
敷
き
、
玉
子
を
油
揚
げ
の

　
中
に
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
入
れ
る
。

⑥
だ
し
の
入
っ
た
鍋
の
中
に
、
玉
子
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
油
揚
げ
を
入
れ
火

　
に
か
け
、
沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し
て
蓋
を
し
、
⑩
パ
刀
く
ら
い
煮
る
。

⑦
玉
子
が
固
ま
っ
た
ら
、
玉
子
に
味
が
染
み
込
む
よ
う
に
上
下
ひ
っ
く
り
か
え

　
し
て
、
2
分
ぐ
ら
い
で
火
を
止
め
る
。

⑧
タ
テ
に
真
中
か
ら
切
り
、
色
取
り
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
皿
に
盛
り
つ
け
て

　
で
き
あ
が
り
。

★
樋
ロ
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
野
菜
を
あ
ま
り
油
揚
げ
の
中
に
入
れ
る
と
玉
子
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

　
多
く
て
も
油
揚
げ
の
半
分
く
ら
い
に
し
て
お
い
た
方
が
き
れ
い
に
で
き
ま
す
。

◆
「
油
揚
げ
の
玉
子
づ
め
」
に
つ
い
て
＝
目

　
青
菜
以
外
に
も
、
そ
の
季
節
の
野
菜
を
入
れ
て
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

こ
ぶ
し
会

樋
口
洋
子
さ
ん
（
山
崎
）

◆
「
油
揚
げ
の
玉
子
づ
め
」

の
材
科

・
油
揚
げ
…
…

・
人
　
参
…
…

・
青
菜
…
・
…

・
卵
（
中
）
－
－

・
し
ょ
う
油
…

・
み
り
ん
…
…
・

・
塩
…
…

・
か
つ
お
節
…

　
　
　
（
4
人
分
）

…
…
－
…
…
－
2
枚

…
…
…
－
／
／
2
本

…
…
…
…
－
半
束

…
…
…
…
…
－
4
個

…
…
…
－
小
さ
じ
ー

…
…
…
－
小
さ
じ
ー

…
…
…
…
…
：
少
々

…
…
…
…
…
－
3
9

》
色
ど
り
も
き
れ
い
で
子
供
に

　
　
　
　
　
　
　
　
喜
ば
れ
ま
す

6



中
里
作
品
設
置
7
0
暴
そ
異
ト
の

　
よ
こ
が
お

、

⑤

当
村
で

理
想
の
庭
園
づ
く
り

　
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
あ
る
ジ
ャ

ン
目
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ブ
ラ
ン
の
2
0

0
0
年
「
大
地
の
芸
術
祭
」
出
品
作

品
は
、
、
・
、
オ
ン
な
か
さ
と
駐
車
場
脇

に
あ
る
1
6
個
の
小
さ
な
花
壇
と
そ
こ

に
植
え
ら
れ
た
妻
有
の
野
山
に
咲
く

草
花
や
薬
草
、
野
菜
で
す
。
こ
の
花

壇
は
「
光
り
輝
く
世
界
」
（
理
想
の
庭

園
）
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
実
験
場

で
あ
り
、
妻
有
の
植
物
園
で
も
あ
り

ま
す
。
「
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
・
ス
パ
イ
ラ

　
　
　
　
灘
購

〉
①
6
月
1
7
植
樹
祭
に
て

ル
」
と
名
づ
け
た
こ
の
花
壇
の
草
花

は
、
中
央
部
か
ら
螺
旋
状
に
季
節
を

追
っ
て
、
順
々
と
開
花
し
、
時
間
や

星
の
動
き
を
表
し
て
い
ま
す
。
6
月

17

日
に
は
、
貝
野
地
区
の
住
民
の
方
々

や
こ
へ
び
隊
の
学
生
た
ち
と
今
年
初

め
て
の
植
樹
祭
を
行
な
い
ま
し
た
。

①

難＿∞
灘
鐵

ヨ空「②▲

芸
術
グ
ル
濾
プ

　
『
I
F
P
」
の
結
成

1
9
5
3
年
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

に
生
ま
れ
、
年
少
の
頃
か
ら
青
年
期

ま
で
南
フ
ラ
ン
ス
の
農
村
で
育
ち
ま

〈
③
「
無
題
」

　　　　　　謡
　　　　　辮

　　　　鎌

　　　麺
　　雛

し
た
。
そ
の
後
、
パ
リ
に
出
て
、
建

築
の
勉
強
を
し
た
後
、
ア
ー
ト
の
活

動
に
入
り
ま
し
た
。
1
9
8
4
年
、

2
人
の
友
人
と
共
に
「
I
F
P
」
〔
1

　
（
目
ヲ
8
目
ヨ
緯
一
8
）
は
情
報
、
F
（
”

コ
＆
8
Y
は
虚
構
、
P
（
蒔

勺
＝
巨
こ
昌
）
は
広
告
の
略
）
と
い
う

芸
術
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
仕
事
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
な
ど

多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の

臼
関
心
は
、
芸
術
作
品
と
い
う
「
物
」

に
は
な
く
、
「
場
」
を
開
く
こ
と
、
様
々

な
状
況
を
つ
く
り
出
し
、
企
画
を
発

表
し
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
引
き

起
こ
す
こ
と
で
し
た
。
②

空
聞
と

　
　
美
術
の
融
合

　
1
9
8
8
年
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
「
ア
ペ
ル
ト
」
参
加
、
1
9
・

9
0
年
ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー
で
「
ア

ー
ト
と
広
告
」
、

1
9
9
2
年
水

戸
美
術
館
で
の

「
ア
ナ
ザ
ー
ワ

ー
ル
ド
一
異
世

界
へ
の
旅
」
③

な
ど
に
出
品
。

他
に
空
間
と
美

術
の
融
合
を
考

え
た
パ
ブ
リ
ッ

〈
⑤
「
オ
ー
ロ
ラ
」
一
街
路
灯
兼
防
災
対
応
型
ベ
ン
チ

雛

ク
・
ア
ー
ト
で
の
仕
事
は
今
日
的
テ

ー
マ
と
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
性
に
お
い

て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
1
9

9
5
年
に
解
散
す
る
ま
で
パ
リ
を
拠

点
に
活
動
を
続
け
ま
し
た
が
、
独
立

後
の
現
在
は
主
に
日
本
と
フ
ラ
ン
ス

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

日
本
雄
の

パ
ブ
リ
ツ
ク
・
ア
ー
ト

　
1
9
9
6
年
東
京
都
大
田
区
池
上

会
館
の
照
明
灯
④
、
1
9
9
9
年
代

官
山
ア
ド
レ
ス
の
街
路
灯
兼
防
災
対

応
型
ベ
ン
チ
⑤
、
2
0
0
1
年
札
幌

ド
ー
ム
な
ど
で
作
品
展
開
し
て
い
ま

す
。
青
空
、
砂
漠
、
植
物
、
地
球
な

ど
の
写
真
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
、
何
げ

な
い
現
実
の
風
景
の
中
に
何
げ
な
い

虚
構
の
風
景
を
対
峙
さ
せ
る
こ
と
で

「
普
遍
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起

さ
せ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
で
す
。

〉
④
「
空
間
」
一
照
明
灯

Eヨ　　目　　昌σ・喝｛量
10，000㎡以上の士地取引は、契約締結

日から2週間以内に届出が必要遜義．

平成／3年7月／0日広報：なかさと7



信
㊧
㎜

大
塞
の
芸
徳
に
テ
ヤ
レ
ン
ジ
聡
蕊
せ
ん
か
？

◇
大
地
の
芸
術
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
凧
作
り
＆
凧
揚
げ

　
2
0
0
3
年
に
開
催
さ
れ
る
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
芸
術
家
を
招
い
て
凧
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
凧
揚
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
凧
作
り
を
指
導
す
る
芸
術
家
は
、
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
マ
テ
イ
ス
さ
ん
と
い
う

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
女
性
作
家
で
、
凧
を
使
っ
て
「
ス
カ
イ
ワ
ー
ク
」
と
い
う

活
動
を
続
け
て
い
る
第
一
級
の
作
家
で
す
。

　
凧
揚
げ
と
い
う
と
日
本
人
に
も
親
し
み
深
い
も
の
で
す
が
、
世
界
の
ト
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
交
流
し
な
が
ら
、
世
界
で
た
だ
一
つ
の
自
分
だ
け
の
凧
を
自

作
し
ま
す
。
翌
日
、
自
作
し
た
凧
が
い
っ
せ
い
に
揚
が
っ
て
い
く
景
色
は
壮
観

で
、
特
に
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
得
難
い
経
験
と
な
る
で
し
ょ
う
。
夏
休
み

の
思
い
出
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・溜

　
　
　
ノ

煮

〆

〆
鞍
，

〉
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
マ
テ
ィ
ス
の
ス
カ
イ
ワ
ー
ク

講
繕
の

◆
日
時
8
月
1
0
日
㈹

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
3
0
分

◆
会
　
場

　
十
日
町
市
南
中
学
校
体
育
館

◆
対
　
象

　
主
と
し
て
中
学
生
と
小
学
生
高
学

　
年
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

　
で
き
ま
す
。

◆
持
ち
物

　
上
履
き
、
は
さ
み
、
絵
筆

◆
そ
の
他

　
絵
の
具
で
の
着
色
作
業
が
あ
る
の

　
で
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
い

　
で
く
だ
さ
い
。

競
鋸
げ

◆
日
時
8
月
1
1
日
ω

　
午
後
2
時
30
分
～
4
時
3
0
分

　
※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

◆
会
　
場

　
信
濃
川
河
川
敷

　
（
十
日
町
市
妻
有
大
橋
下
）

◆
対
　
象

　
前
日
の
凧
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
に
参
加
し
た
方

◆
持
ち
物

　
製
作
し
た
凧
、
帽
子
、
水
筒
、
タ

　
オ
ル

◆
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　
7
月
31
日
ま
で
に
、
中
里
村
役
場

　
企
画
観
光
課
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
E
6
3
i
3
1
1
1

第2回大地の芸術祭の作品づくりに参加怯せんか？　　1

墾
“
ユ
婁
豆
象
匡
蓑
，
多
珪
蓉
垂
巷
奎
謹
一
華
篶
套
蓑
毒
旨
睾
一
裏
垂
誓
罫
薯
『
董
r
董
『
塁
裏
’
蓑
垂
一
量
輩
謹
“
垂
恐
婁
、
塁
呈
馨
運
蜜
．
甚
喜
蒸
ロ
審
蜜
き
墨
ロ
き
一
義
き
き
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅

平成15年夏に開催を予定している『第2回・大地の芸術祭』で、作品制作する場所を視察するため、ま

もなく国内外のアーティストたちがやってきます。

　実行委員会としては、前回の作晶づくりに関わった多くの方々が「楽しかった」「いい思い出をもらった」

という感想を下さったことから、今回はより多くの方々に参加していた揮こうと考えています。

　誘致を希望してくださる方々は、7月20日までに中里村役場企画観光課ま癒ご連絡下さい。

ここに作品を作ってほしい、という地区、団体

アーティストと一緒に作品を作りたい、という地区、団体
①
②

募集する対象

※今回募集しているのは作品制作の候補地です。アーティストが視察を経て構想し、場蕨を決定していき

　ますので、必ずしも実現されるとはかぎりません。

※個人で誘致したい方も歓迎しますが、作晶完成までにはいろいろなやゆとゆ藻あるので、お一火懸は大

　変だと思います。できれぱ仲間や近所の方々を誘って、地区や団体でご応募下さ》～。

◆お問い含せ

　中璽村役場企画観発諜金画開発係　箔総3－311．1　EAX63一露◎44
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かんき5 だめ ～1ゴミについて考えよう〃～

ゴミの減量化を蓄晃よ5
　廃棄物処理法が改正され、本年度の4月1日から野焼

きが禁止になり、ゴミの量が増大しています。このため

いかにしてゴミを減らすか、村民1人1人の自覚が重要

になります。

　家庭からの生ゴミは、コンポストを設置し自然に帰す

努力をお願いします。一

　コンポストの補助制度は、次のとおりです。

　1．補助率　1／2以内
　2．必要な物　　領収書

　3．提出先　環境課

ゴミ処理経費の実績
　平成12年度における津南地域衛生施設組合のゴミ処理

実績は、「別記1」のとおりです。

　なお、ゴミの量が増加したにもかかわらず、1人当り

の処理経費が減少したのは、前年度建設工事があり処理

経費に含めたことによります。

◆別記1

年間総排出量……………7，801，930kg（前年度比7％増加）

　一人当りの排出量………312．4kg／年（前年度比8％増加）

　一世帯当りの排出量…1，042．2kg／年（前年度比8％増加）

　一人一日当りの排出量…855．8g／年（前年度比8％増加）

年間経費………………3億59，586干円（前年度比4％減少）

　一人当りの処理経費…14，397円／年（前年度比3％減少）

　一世帯当りの処理経費48，035円／年（前年度比4％減少）

　1kg当りの処理経費……46．1円／kg（前年度比10％減少）

管内人ロと世帯数（津南町・中里村・松之山町・栄村）

　人ロ…一…………爆一24，977人（対前年度271人減少）

　世帯数一…………一・7，486世帯（対前年度41世帯減少）

　　　　　　　　　　　　　　（平成12年4月現在）

ゴミの分別はきちんと
可燃・埋立てゴミ

　①燃えるゴミ

　②埋立てゴミ

　③燃える粗大ゴミ

リサイクル品

　④古紙・新聞（チラシを含む）・ダンボール

　⑤空缶

　⑥資源ゴミ

　⑦空きびん（無色透明・茶色・その他）

　リサイクル品の④～⑦までは再利用されますので、

ただしく分別してください。

水洗化1巨快適な生活環境を
　管渠工事も進んで全体計画の70％が整備されまし
た。

　供用開始された区域は、整備面積の97％、棟数で

1，039棟となりました。水洗化された棟数は577棟で

水洗化率は55．5％になります。集落毎の水洗化率は、

「表1」のとおりです。

　下水道は、快適な生活環境の確保と公共用水域の

水質保全の観点から重要な事業であります。村内の

河川や水路の水質は、水洗化が進み、少しずつ改善

されています。

　村の環境をより良くするため、下水道へのつなぎ

こみをお願いします。’

排水設備の融資制度

1．貸付限度額　100万円以内

2．貸付利率2．5％　　　　　　　・
3．償還方法　60ヶ月以内の元利均等等月賦償還

表1＝水洗化の動向調査表 平成13年5月末現在

H8－3月 ■8－6月 H9－3月 H歪0－3月 団卜3月 閣2－3月 H爲一3月 合　　計

供騰鐙 水洗化 水洗化率 供欄姥 氷洗化 氷洗化率 翻開始 水洗化 氷洗化率 舗蹴 氷洗化 水洗化率 供欄始 水洗化 水洗化率 供鰯姶 水洗佑 水洗化率 供欄始 水洗化 水洗化率 供鰯始 水洗化 水洗化率

芋　　　沢 44 9 20．5％ 44 9 20．5％

田　　　沢 18 9 50．0％ 71 17 23．9％ 1 1 100．0％ 90 27 30．0％

如　来　寺 85 42 49．4％ 13 1 7．7％ 1 1 100．0％ 99 44 44．4％

桂 29 17 58．6％ 29 17 58．6％

上　　　山 74 55 74．3％ 29 21 72．4％ 12 6 50．0％ 29 22 75．9％ 2 2 100．0％ 4 3 75．0％ 150 109 72．7％

田　　　中 38 29 76．3％ 51 37 72．5％ 6 4 66．7％ 3 2 66．7％ 1 1 100．0％ 99 73 73．7％

小　　　原 47 32 68．1％ 6 5 83．3％ 3 2 66．7％ 1 1 100．0％ 57 40 70．2％

干　　　溝 15 8 53．3％ 51 31 60．8％ 17 11 64．7％ 13 11 84．6％ 96 61 63．5％

荒　　　屋 64 48 75．0％ 1 1 100．0％ 38 27 71．1％ 1 1 100．0％ 2 2 100．0％ 106 79 74．5％

山　　　崎 20 14 70．0％ 12 9 75．0％ 10 9 90．0％ 25 20 80．0％ 16 7 43．8％ 2 2 100．0％ 2 2 100．0％ 87 63 72．4％

通　り　山 5 4 80．0％ 1 1 100．0％ 47 18 38．3％ 3 2 66．7％ 56 25 44．6％

高　道　山 30 11 36．7％ 30 11 36．7％

朴　木　沢 17 5 29．4％ 17 5 29．4％

朴木沢新田 5 3 60．0％ 5 3 60．0％

白　羽　毛 24 9 37．5％ 24 9 37．5％

芋　　　川 37 1 2．7％ 37 1 2．7％

倉　　　俣 3 0 0．0％ 3 0 0．0％

宮　　　中 1 1 100．0％ 9 0 0．0％ 10 1 10．0％

合　　　計 194 138 71．1％ 183 129 70．5％ 64 48 75．0％ 97 70 72．2％ 182 101 55．5％ 256 78 30．5％ 63 13 20．6％ 1039 577 55．5％
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．
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ま
で
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だ
さ
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。

　
平
成
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年
3
月
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日
ま
で
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付

け
ま
す
。

ド
ー
ム
申
里
蓉
☆
ら
・
ら

6
周
年
記
念
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嬉
ン
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開
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〃

　
多
く
の
皆
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に
支
え
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れ
、
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か
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で
6
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を
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ま
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記
念
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ベ
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日
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い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◆
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中
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－
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灘
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麹
　
、

繰
雛

　
　
欝

　　鐵灘撚鎌纐…

羅議濾繹獲の灘鶯難躰翻調叢

　　　　　◆社資額別納入者

500円……1，092人　　1，000円……475人

600円…………2人　　2，000円………5人

700円…∵一…1人　　3，000円………1人

平成12年度日赤中里分区収支

　　　支出　1，313，844円

●社　資送納金一一一一1，000，600円．
○事　　　務　　　費一・・一一3一・・98，409円

●講　習　会　費一一一一一90，489円

o蕎少年赤十字助成金一一一一一一50，000円

●血　　液　事　　業一・一一’一一鱒，175円

●次期繰越金一一一一一一52，138円
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入
収
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成
費
費
収
援
繰

　
資
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期

　
社
助
事
事
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前

　
　
O
　
の
　
O
　
●
　
O
　
㊤
　
O

　　　血液事業
青少年赤＋字助成金＿r7次期繰越金

　　　講習会費　　　　　　馨　　　　　　　難．

「前期繰越金

事務費

難資選纏嚢

　　　義援金

　　　雑収入

事業費交付金

事務費交付金

　　　助成金

社資収蒸

平成13年6月の入札結果
工　　　事　　　名 場　所 工事費 請負業者

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（5工区） 倉　　俣 8，820，000円 有限会社吉楽組
倉俣芋川地区配水管布設工事（4・5工区） 倉　　俣 6，615，000円 大隆建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（4工区） 倉　　俣 11，550，000円 高幸建設株式会社
村道改良事業宮中家ノ中視線改良工事 宮　　中 3，150，000円 有限会社山田建設
温泉施設管理運営事業ゆくら妻有増築工事 倉俣・芋川 7，980，000円 ㈱サンウッド新潟

10



圏囲圏箇

信
濃
川
の
増
水
に

　
　
　
　
　
　
蓄
注
恵
を
ノ
ー

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
に
よ
る

事
故
が
多
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
ρ　

J
R
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河
川

に
お
け
る
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、

宮
中
取
水
ダ
ム
か
ら
小
千
谷
市
千
谷

島
ま
で
の
信
濃
川
沿
岸
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。
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R
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所
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。

◆
期
　
目
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月
η
日
側

◆
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十
日
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カ
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ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◆
競
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ペ
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◆
集
合
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地
会
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午
前
9
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分

◆
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懇
親
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。
2
0
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◆
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困
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4
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。
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燕
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。
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祭

　
今
年
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ゆ
く
錠
は
〃
”
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例
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体
育
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今
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も
や
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て

き
ま
し
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。
大
勢
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を
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い
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ま
す
。

◆
期
目
　
7
月
2
2
日
㈲
　
少
雨
決
行

◆
会
場
　
中
里
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
選
手
集
合
整
列
時
間

　
午
前
8
時
2
0
分

◆
選
手
名
簿
締
切
り

　
　
　
　
　
ラ

　
7
月
9
日
帽

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
盈
6
3
1
4
4
7
8

嶋
ぺ
凡
）

婿頭

彩

　社会福祉協議会では今年もボランティア講座を開催します。今回は「絵手紙」を描いて、施設に入って

いる方や、長期入院している方などにメッセージを添えて発送したいと思います。

　絵手紙に興味のある人、手紙を通したボランティア活動をしてみたい人、また夏休み中ですので、子供

さんや親子での参加も大歓迎です。

どうぞ気軽に参加してください。お待ちしています。

◆日時8月8日（水）
　　　　午後2時～4時

◆場所　中里村社会福祉協議会

誓護

◆内　容　「絵手紙の講習と

　　　絵手紙を通したボランティア」

◆講　師　涌井元三郎　先生

◆申込締切り　7月30日（月）

灘
嚢

灘
灘
難
ヤ

◆申込み・問合せ先

　中里村社会福祉協議会　E63－4522

平成13年7月10日広報なかさと11



村山　　輝くん（1歳）　⑳
和幸さん・聖子さん夫妻の二男（田沢）
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問
合
せ
な
ど

　
県
警
察
本
部
、
県
内
各
警
察
署
・

交
番
及
び
最
寄
り
の
駐
在
所
へ

安
全
・
安
戯
な
州
遊
び

　
川
で
あ
そ
ぶ
機
会
が
増
え
る
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
水
の
流
れ
方

は
、
そ
の
時
々
の
天
候
、
地
形
の
変

化
、
川
底
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

複
雑
な
流
れ
が
作
り
出
さ
れ
ま
す
。

　
カ
ヌ
ー
や
遊
泳
、
釣
り
な
ど
を
楽

し
む
際
に
は
、
ご
自
分
で
天
候
や
川

の
状
況
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
下
さ

い
。　

信
濃
川
・
魚
野
川
の
水
位
や
上
流

の
雨
の
状
況
は
、
次
の
方
法
で
確
認

で
き
ま
す
。

・
国
土
交
通
省

　
川
の
防
災
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
算
ε
”
＼
＼
薯
≦
●
ユ
く
雲
鵬
○
む

！
ー
モ
ー
ド
対
応

　
窪
6
”
＼
＼
一
。
ユ
く
雲
鵬
○
む

・
信
濃
川
工
事
事
務
所

　
盈
0
2
5
8
1
3
5
1
3
6
7
1

計
画
外
流
通
米
売
り
渡

し
の
届
出
繕
つ
糖
て

◆
計
画
外
流
通
米
を
売
り
渡
す
に
は

　
届
出
が
必
要
で
す

　
計
画
外
流
通
米
を
売
り
渡
す
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
食
糧
事
務
所

支
所
（
地
域
課
）
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。

※
「
計
画
外
流
通
米
」
と
は

①
第
1
種
登
録
出
荷
取
扱
業
者
（
農

協
等
）
以
外
の
者
に
売
り
渡
す
米
穀

②
第
1
種
登
録
出
荷
取
扱
業
者
に
売

り
渡
す
場
合
で
も
、
各
生
産
者
に
市

町
村
か
ら
通
知
さ
れ
た
「
計
画
出
荷

基
準
数
量
」
を
超
え
て
売
り
渡
す
米

穀
を
い
い
ま
す
。
届
出
を
し
な
い
場

合
甘
、
1
0
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ

ら
れ
奇
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
届
出
は
米
の
価
格
安
定
を
図
る
た

　
め
重
要
で
す

　
計
画
外
流
通
米
は
、
食
糧
法
に
お

い
て
法
的
に
位
置
付
け
さ
れ
た
合
法

的
な
も
の
で
す
。
届
出
は
、
全
体
の

米
の
流
通
量
を
把
握
す
る
た
め
の
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
価
格
の
安
定
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
農
協
等
に
委
託
し
て
届
出
を
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す

　
届
出
は
、
農
協
等
に
委
託
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
食
糧
事
務
所
支
所

（
地
域
課
）
が
お
近
く
に
な
い
方
は
、

農
協
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
く
わ
し
く
は
食
糧
事
務
所
支
所
（
地

　
域
課
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
く
ず
米
等
の
売
り
渡
し
で
届
出
を

必
要
と
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
不
明
な
点
は
食
糧
事
務
所
支
所

（
地
域
課
）
、
農
協
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
新
潟
食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所

　
B
5
7
1
6
5
2
1

毎
月
勤
労
続
計
調
査
特

別
調
査
に
鐙
協
力
を

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
7
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
ー
～
4
人
雇
用
す

る
事
務
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
賃
金
、
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の

動
向
を
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
調
査
結
果
は

統
計
を
作
る
た
め
の
み
に
使
用
し
ま

す
。

　
7
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
訪
ね

し
ま
す
の
で
、
調
査
の
重
要
性
を
ご

理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
調
査
対
象
地
域
　
田
沢
地
区

◆
問
合
せ
先
　
県
統
計
課

　
E
O
2
5
－
2
8
5
1
5
5
1
1

　
　
自
徽
鴇
蓼
集

　
防
衛
庁
で
は
、
愛
ず
る
人
を
守
る

者
と
し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
、
共
に
活
躍
し
た
い
仲
間
を
募
集

し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　
高
等
学
校
・
大
学
校
の
卒
業
（
1
4

年
3
月
卒
業
見
込
）
の
者
（
年
齢
制

限
あ
り
）

◆
募
集
種
目

①
一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候
補
士
、

　
二
等
陸
・
海
・
空
士
、
航
空
学
生

　
受
付
期
限
　
9
月
7
日
㈹
ま
で

②
看
護
学
生
、
防
衛
大
学
校
、
防
衛

　
医
科
大
学
生

　
受
付
期
限
　
1
0
月
1
2
日
樹
ま
で

◆
試
験
期
目

　
男
子
・
女
子
共
に
受
付
時
に
指
定

◆
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
長
岡
出
張
所

　
盈
0
2
5
8
－
3
3
－
0
2
5
6
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圏闘圏圏

国
當
越
後
丘
陵
公
園

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
＊
光
と
闇
の
織
り
な
す
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
体
験
『
サ
マ
ー
ナ
イ
ツ
プ
レ

ゼ
ン
ツ
』
＊
＊

◆
目
時
8
月
η
日
～
1
9
日

◆
開
園
時
間

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
9
時

◆
入
園
料
金

　
大
人
（
1
5
歳
以
上
）

　
　
2
8
0
円
（
通
常
4
0
0
円
）

　
小
人
（
6
歳
以
上
1
5
歳
未
満
）

　
　
　
　
　
　
5
0
円
（
通
常
8
0
円
）

　
駐
車
料
金
　
3
1
0
円

※
タ
方
5
時
以
降
ご
入
園
の
方
は
、

　
入
園
料
が
割
引
さ
れ
ま
す

◆
開
催
場
所

　
国
営
丘
陵
公
園
内
展
望
台
、
緑
の

　
千
畳
敷
、
越
の
池
な
ど

◆
内
　
容

　
夜
の
闇
に
輝
く
幻
想
的
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
夕
涼
み
の
散

歩
や
、
野
外
映
画
会
、
一
フ
イ
ト
ア
ッ

プ
音
楽
噴
水
、
展
望
台
か
ら
の
夜
景

な
ど
、
お
客
様
の
チ
ョ
イ
ス
で
楽
し

い
夏
の
一
時
を
演
出
し
ま
す
。

◆
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
期
間
中
、
『
ゆ
か
た
』
で
ご
来
園
の

お
客
様
に
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

＊
＊
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集
！
＊
＊

◆
内
　
容

　
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
一
フ
ー
と
一
緒

に
、
自
然
観
察
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、

ク
ラ
フ
ト
教
室
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
・
ビ
ギ
ナ
ー
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。

　
夏
の
夜
間
イ
ベ
ン
ト
『
ザ
マ
ー
ナ

イ
ツ
プ
レ
ゼ
ン
ツ
』
開
催
期
間
中
に

つ
き
、
夜
間
は
光
と
音
の
異
空
間
も

体
験
で
き
ま
す
。

◆
開
催
日

　
8
月
1
8
日
・
1
9
日
（
1
泊
2
日
）

◆
場
　
所

　
越
後
丘
陵
公
園
・
緑
の
千
畳
敷
内

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
特
設
会
場

◆
定
　
員
　
先
着
1
0
0
名

◆
参
加
費

　
大
人
（
高
校
以
上
）
2
5
0
0
円

　
小
人
（
小
・
中
学
）
1
5
0
0
円

※
入
園
料
、
傷
害
保
険
料
込

　
　
　
　
　
　
（
駐
車
料
金
別
途
）

◆
申
込
方
法

　
事
前
電
話
申
し
込
み

　
E
O
2
5
8
1
4
7
1
8
0
0
2

◆
申
し
込
み
締
切
　
8
月
5
日

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

◆
問
合
せ
先

　
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
業
務
課

　
企
画
係
　
E
O
2
5
8
－
4
7
1

　
8
0
0
1
－

雛灘醗鑛

紗
轍

　
　
　
　
コ

　
　
　
　
朝
美

　
　
　
　
秀
有

　
　
　
　
　
林

　
　
　
　
　
小

　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
か
夏

　
　
　
　
の
乃

　
　
　
　
ほ
穂

笥星野隷｝田沢

夫ま編・賑｝上山

｛南雲俊宏　堀之内
片桐典子　如来寺

｛南雲正幸　堀之内
金澤直美　十日町市

轡
樋口富男（78）荒　屋

服部春枝（90）如来寺

富井勇一（87）荒　屋

山田新平（84）鷹　羽

保坂信義（71）芋　沢
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

高
齢
福
祉
事
業
二

　
　
　
　
　
　
　
繕
つ
い
て

　
中
里
村
で
は
介
護
保
険
を
大
き
な

柱
と
し
て
、
そ
の
他
の
福
祉
、
保
健

ザ
f
ビ
ス
を
図
り
、
誰
も
が
安
心
し

て
老
後
を
暮
せ
る
む
ら
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

生
活
支
援
事
業

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪
問

し
て
、
買
い
物
、
調
理
、
清
掃
等
の

日
常
生
活
に
関
す
る
支
援
を
行
い
ま

す
。
、

㊤
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
車
で
、
中
里
村
デ
イ
ザ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
ま
で
送
迎
し
、
入
浴
、
給
食
、

趣
味
活
動
の
ザ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

③
灘
ヨ
ー
ド
ス
テ
緒

　
妻
有
荘
ま
た
は
、
七
川
荘
に
短
期

今月の納税と振替日

■固定資産税　（7月31日）

■国保税（7月31日）
■介護保険料　　（7月31日）

□保　　育　　料　　（7月31日）

□国民年金　（7月25日）

■上下水道　（7月25日）

間
宿
泊
し
、
生
活
習
慣
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
体
調
一
調
整
を
図
り
ま
す
．

④
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
週
一
回
配
食
ザ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
安
否
確
認
を
行
い
ま

す
。⑤

雷
下
ろ
し
サ
ー
ビ
ス

　
体
力
的
、
経
済
的
に
自
力
で
屋
根

除
雪
が
出
来
な
い
世
帯
へ
一
冬
3
回

ま
た
は
4
回
を
限
度
と
と
し
て
屋
根

除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

◎
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

　
緊
急
時
の
連
絡
及
び
日
常
生
活
の

相
談
の
た
め
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸

与
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
中
里
村
役
場
民
生
課

　
　
　
　
　
倉
6
3
1
3
1
1
1

　
中
里
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
B
6
3
1
2
2
2
6

．
灘
響
㎜

、
翻

灘
鱗

　
　
総

一13件

　　O人

一21人

246日

●交通事故件数

●死　　　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ

平成／3年7月／0日広報なかさと13
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／7月15目～8月5日＼

カレンダー
簗

15（日〉
ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ・
一辺レ　　（⊃11：00～11：40

七ツ釜まつり　合七ツ釜広場

16（月） 子宮がん・乳がん検診　合たかき医院
014：00～16：30受付

17（火）

子宮がん・乳がん検診
合上村病院　　（∋13二30～／4：30受付，

合たかき医院　014二〇〇～16二30受付

遊びの教室　合総合センター
⊂）9：30～10二〇〇受付

18（水）
’
補
聴 器相談（リオン）　合役場
（D13二45～／4二〇〇

19（木） 心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス・
tzンター　（∋13二30～／6二〇〇

20囲 ミオンまつり　合ミオンなかさと駐車場

21（土）

22（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（…）／1二〇〇～11：40

23（月）

子宮がん・乳がん検診　合たかき医院
（D／4二〇〇～16：30受付

補聴器相談（キコエ）　合役場
（D／5二30～16二〇〇

24（火）

1
2
5
（
水 ）

26（木）

・27働

子宮がん・乳がん検診　合たかき医院
014二〇〇～／6：30受付

行政相談　合老人福祉センター
0／3二30～／6：00

心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
tzンター　（：）13二30～16二〇〇

i28（土）

『29（日）

130（月）

31（火）

子宮がん・乳がん検診　合たかき医院
014：00～16：30受付
おはなしひろば（読み聞かせ）　合ユーモーil
ノレ　　（D19二〇〇～20二〇〇

1（水）

三種混合　合保健センター
014：00～14：30受付

補聴器相談（リオン）　合役場
（…）13二45～14：00

自然ふれあい教室（科学実験）　合中里村民1

体育館　09：30～11：00

2（木）

3囲
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービii
スセンター　013：30～16二〇〇

4（土）

5（日〉

　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　灘鍛　　　　　　　叢　　　　　　懸　　　　　織　　　　灘灘　　　難　　灘鞍灘
灘

冨

6月末現在（）は前月比

男3，232人（一5）

女3，250人（±O）
計　6，482人（一5）

　　1，708　（十2）

●人　ロ

●世帯数

◆日時7月20日樹牛前10時～午後8時

　
　
　
　
　
容

所
会
会
マ
内
芸
1
2

　
　
　
　
　
な

場
第
第
テ
主
1

◆
　
　
　
　
◆

第1会場　信濃川河川敷ステージ（芸能祭・コンサート）

第2会場　ミオンなかさと駐車場（フリーマーケット等）

◆テーマ　　「ご利用いただくお客様への感謝」

1．芸能祭……・………一貫………………17二30～19二30

　第1部　中里芸能協会の皆様による芸能ショー

　第2部屋外コンサート
　　　　　（ペル」の方達によるケーナコンサートの予定）

2．模擬店の出店……・……一…・……………14＝00～20：00

3．第1回ミオン・フリーマーケット………10＝00～18100

　　ご家庭で必要の無くなった品々や、ご自身で栽培した農

　　作物等を出店された方々が自由に販売出来る交流の場と

　　します。

4．花火大会・…一…………・………………19：30～

＊＊〕
＿r　　　－

　　」 1 三　三
　　』　　』
一

三≡＊＊

　ミオンなかさとでは、『ふれあい祭り』をより盛り上げるため

に、皆さまからのフリー一マーケット参加者を募集しています。

皆さまのたくさんの申込みをお待ちしております。

　また、わからないこと・疑問に思うことがありましたら、お

気軽にご連絡ください。

◆出店料　1店につき500円（打ち上げ花火の経費に充当させ

　　　　ていただきます。）

◆問合せ・申込み先　ミオンなかさと　盈63－4811

　7／15
冨

㊦山口医院弾蹄冊

上村病院糖3重2謬

・7／20 庭野医院弾論糊

8
葭

7／22
田中外科医院響箭需

津南病院麗5扇3謝

　
夕
立
の
季
節
に
な
る
と
、
私
は
必

ず
や
っ
て
し
ま
う
失
敗
が
あ
り
ま
す
。

　
朝
、
と
て
も
良
い
天
気
な
の
で
、

部
屋
や
車
の
窓
を
開
け
つ
ぱ
な
し
で

行
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
日
の
夕
立

で
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
経
験
は
皆
さ
ん
に
も
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
ま
た
、
夕
立
は
1
0
～
3
0
分
の
短
時

間
で
や
ん
で
し
ま
う
の
で
、
帰
っ
て

く
る
頃
に
は
、
外
は
晴
上
が
り
道
路

も
乾
い
て
い
る
の
に
、
部
屋
の
中
だ

け
は
水
た
ま
り
。

　
私
は
今
年
も
例
年
通
り
、
車
の
中

を
見
事
な
手
際
で
洗
濯
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
（
笑
）


